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今
年
度
の
市
Ｐ
連
で
は
「
く
ば

る
」
こ
と
を
意
識
し
て
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な

が
ら
、
各
学
校
か
ら
出
向
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
理
事
・
委
員
・
部
員
さ

ん
と
つ
な
が
り
、
思
い
を
く
ば
っ
て

い
け
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て

お
り
ま
す
。

　

各
専
門
部
で
は
学
習
会
や
情
報
交

換
会
を
し
た
り
、
ま
た
教
育
４
者

（
校
長
会
、
教
頭
会
、
教
育
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
）
で
の
甲
府
市
へ
の
要
望
書
提

出
も
し
ま
し
た
。
土
曜
学
習
会
で
は

親
子
で
企
業
・
団
体
の
協
力
の
も
と

学
び
あ
い
ま
し
た
。

　

12
月
に
は
全
体
研
修
会
を
開
催
し

保
護
者
、
教
職
員
が
一
堂
に
介
し
考

え
て
い
き
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
が

『
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
』
と
い
う

思
い
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま

す
。
「
甲
府
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
す
ご

い
！
」
と
再
確
認
し
た
一
年
で
し

た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
様
々

な
活
動
が
で
き
た
こ
と
、
こ
の
場
を

お
か
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

11
月
10
日
㈭
、
第
２
回
理
事
会
閉
会
後

に
、
第
２
回
企
画
調
査
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
「
災
害
時
及
び
緊
急
時
の
対
応
」に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
発
表
し
た

後
、結
果
に
つ
い
て

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

分
か
れ
意
見
交
換
・

情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

詳
細
は
、市
Ｐ
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

　

１
月
30
日
㈪
に
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

に
於
い
て
、
甲
府
市
危
機
管
理
室
防
災
課

よ
り
講
師
を
お
招
き
し
、
避
難
所
運
営
研

修
会
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

避
難
者
の
生
活
空
間
の
確
保
や
属
性
に

配
慮
し
た
部
屋
割
り
、
炊
き
出
し
場
や
ト

イ
レ
の
配
置
、
更
に
は
報
道
機
関
の
取
材

対
応
と
い
っ
た
様
々
な
出
来
事
に
対
し

て
、
参
加
者
同
士
で
話
し
合
い
な
が
ら
研

修
を
進
め
ま
し
た
。

　

12
月
17
日
㈯
、
午
後

１
時
30
分
か
ら
、
ジ
ッ

ト
セ
レ
モ
ニ
ー
甲
府
で

全
体
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

会
場
に
は
、市
Ｐ
連
の

２
委
員
会
、２
専
門
部
の
活
動
展
示
や
、各

学
校
の
広
報
紙
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
各
学
校
で
作
成
し
た
学
校
紹

介
の
展
示
、ま
た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
も

行
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、人
材
育
成
家
か
つ
慈
善
活

動
家
で
あ
る
加
藤
秀
視
氏
を
講
師
に
お

招
き
し
、『
親
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
は
変

わ
る
』を
テ
ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

加
藤
さ
ん
の
実
体
験
を
ま
じ
え
な
が

ら
語
る
内
容
は
と
て
も
説
得
力
が
あ
り
、

引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

日
々
子
育
て
す
る
中
で
余
裕
を
失
っ

た
り
、子
ど
も
を
む
や
み
に
し
か
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
多
い
で
す
が
、「
子
ど
も
達

が
幸
せ
に
な
る
に
は
、親
自
身
も
幸
せ
で

な
い
と
い
け
な
い
。そ
の
た
め
に
、ま
ず

自
分
を
愛
す
る
こ
と
が
大
事
。」と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
る

思
い
で
し
た
。

甲
府
市
の
P
T
A
は
す
ご
い
！

石
　
原
　
初
　
江

会
　
長

（
玉
諸
小
）

甲
府
市
小
中
学
校
P
T
A
連
合
会

　

参
加
者
か
ら
は
、「
子
ど
も
の
た
め
に
し
ゃ

か
り
き
に
頑
張
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
も

な
い
と
感
じ
た
」「
毎
日
幸
せ
に
過
ご
す
こ
と

が
大
事
と
感
じ
た
」等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
で
は
皆
さ
ま
か
ら

98
㌔
も
の
食
品
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
、甲
府

市
役
所
福
祉
保
健
部
福
祉
保
健
総
室
生
活
福

祉
課
生
活
支
援
係
に
無
事
手
渡
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

ご
協
力
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

＊
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は…

　

家
庭
内
で
忘
れ
ら
れ
て
い
た
り
、

　

余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄
り
、

　

そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
寄

　

付
す
る
活
動
の
こ
と
。

家庭環境から非行に走り裏社会で生
きていたが、きっぱりと足を洗う。
独自の育成手法により人を育て、ま
た被災地支援などの慈善事業を行
う。
その活動は各界から高く評価されて
おり、文部大臣奨励賞等数々の受賞
歴を持つ。

全体研修会を開催

「第２回企画調査委員会」　避難所運営研修会（ＨＵＧ）について
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第
３
回
母
親
委
員
会
及
び
第
２

回
教
育
研
修
部
会
の
開
催
に
合
わ

せ
、合
同
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
梨
大
学
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

よ
り
、臨
床
心
理
士
の
伊
藤
美
佳
様

を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
子
ど
も
と

の
向
き
合
い
方
」と
題
し
、思
春
期

の
子
育
て
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
と
の
向
き
合
い
方
の
み

な
ら
ず
、日
常
の
生
活
の
中
で
生
か

せ
る
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕

方
な
ど
を
分
か
り
易
く
丁
寧
に
講

演
し
て
い
た
だ
き
、非
常
に
有
意
義

な
学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
㈬
、甲
府
市
教
育
委
員

会
長
谷
川
教
育
長
宛
に
、「
学
校
給

食
に
つ
い
て
の
要
望
書
」を
提
出
し

ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
か
ら
は
長
谷
川
教

育
長
、数
野
教
育
部
長
、島
田
教
育

総
室
長
、櫻
林
学
事
課
長
、深
沢
総

務
課
長
、花
輪
保
健
給
食
係
長
が
出

席
。市
Ｐ
連
か
ら
は
石
原
会
長
他
６

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
は
、昨
年
度
の
要
望
に

対
す
る
回
答
を
受
け
て
の
引
き
続

き
の
内
容
で
、「
学
校
給
食
費
徴
収

方
法
変
更
に
あ
た
っ
て
進
捗
状
況

に
つ
い
て
」「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

対
応
に
つ
い
て
」「
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て
」の
３
点

で
す
。

　

２
月
16
日
付
け
で
教
育
委
員
会

よ
り
回
答
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
紙
面
の
都
合
で
掲
載
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
市

Ｐ
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
要
望
事
項
の
詳
細
・
回
答
を
ご
ら

ん
い
た
だ
け
ま
す
）

　

10
月
８
日
㈯
、
西
公
民
館
に
お
い
て
情
報
活
動
部
第
２
回

部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

山
梨
日
日
新
聞
社
の
記
者
で
あ
る
植
田
裕
作
様
に
講
師
を

お
願
い
し
、「
記
事
の
書
き
方
、取
材
の
仕
方
、写
真
の
撮
り
方
」

と
題
し
、学
校
新
聞
に
も
役
立
つ
よ
う
な
新
聞
づ
く
り
の
ノ
ウ

ハ
ウ
等
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

新
聞
記
者
と
し
て
の
実
体
験
も
含
め
、普
段
知
る
こ
と
の
な

い
新
聞
づ
く
り
の
事
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、大
変
有
意
義
な
学

習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
28
日
㈯
、南
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
て
第
３
回
教
育
研
修

部
部
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

前
半
で
は
山
梨
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
主
幹
・
進
藤
美
佳
様

を
お
迎
え
し『
ワ
ク
ワ
ク
子
育
て
親
育
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
』学
習

講
座
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
時
代
の
自
分
・
親
と
し
て
の
自
分
を
振
り
返
ろ
う
」と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、和
や
か
に
話
し
合
い
が
出
来
ま
し
た
。

　

後
半
の
全
体
研
修
会
の
反
省
で
は
、係
ご
と
に
良
か
っ
た
点

や
反
省
点
を
あ
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
年
間
活
動
の
反
省
で
は
、母
親
委
員
会
と
の
合
同
学
習

会
は
情
報
の
共
有
が
出
来
る
の
で
今
後
も
続
け
ら
れ
た
ら
い

い
と
思
う
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
と
の
向
き
合
い
方

学
校
給
食
に
つ
い
て
の

　
　
　
要
望
書
を
提
出

学
校
給
食
に
つ
い
て
の

　
　
　
要
望
書
を
提
出

新
聞
作
り
を
学
ぶ

新
聞
作
り
を
学
ぶ

子
育
て
親
育
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム

子
育
て
親
育
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム

母
親
委
員
会
・
教
育
研
修
委
員
会 

合
同
学
習
会
を
開
催
開
催
日
　
平
成
28
年
10
月
８
日
㈯
／
会
　
場
　
甲
府
市
南
公
民
館

おさかな学校

お金について

株式会社 昇公様
マグロの名前の由来、大きさ等や、釣って
から食卓に並ぶまでの流れを学びました。
その後生のマグロの頭部を見せてもらい、
その場で触ったりと普段では出来ない体
験ができました。
お魚クイズでは知っているようで知らな
かった魚の生態が分かる内容で、クイズを
通して子供達も楽しく学ぶ事ができまし
た。（取材：小野、坂本）

おもちゃのUD
株式会社 バンダイ様
バンダイの方からユニバーサルデザイン（UD）
についてトランプの絵を見たり、実際に使
われている物を例に出して教えて頂きま
した。後半はバンダイの社員になったつも
りでUDトランプのパッケージを作った
り、楽しく学ぶ事が出来ました。
（取材：小林・近藤）

はんこについて
天野製作所様
印章、印鑑、判子（ハンコ）の違いが分かり
ますか？「印鑑」とは「ハンコ（判子）」の事
ではなく、紙に押印された「形」を言うのだ
そうです。印章とは「ハンコ」の事です。
ハンコについて色々学習した後は全員で
判子ケースを作りました。
（取材：小泉・新谷）

普通救命講習
甲府地区消防本部様
実際に人形を使い、人工呼吸やAEDの使
用方法を個々に実践しながら、救命処置の
手順を教えていただきました。３時間の講
習を受け、参加者全員が修了証をいただき
ました。
突然助けが必要な人がいても、少しは役に
立てるかもしれない、という気持ちになり
ました。（取材：古屋・小池）

山梨中央銀行様
お金の流通について紙芝居を使い、サクラ
イザーと博士も加わって、わかりやすく説
明してくれました。
お金はものを買ったりするのに必要であ
ることと、親が働いて稼いでくるものなの
で大切に使おうと、子どもたちに教えて頂
きました。（取材：遠藤・名取）

健康体操
岩下百合香様
色々な音楽に合わせて、タオルやボールな
どを使ったりしながら楽しく親子で踊る
体操を教えていただきました。
受講された皆さんの身体が、しだいに柔ら
かくリズミカルになっていくのが見て取
れました。
親子で笑顔とともに、とても良い汗をかか
せていただきました。（取材：内藤）

地球温暖化について
NPO法人みどりの学校様
始めに、なぜ地球温暖化が起きているか？
それを防ぐためにどんな事に気をつけた
らいいのか、お話を聞きました。その後、両
面アルミシート、ペットボトル、空き缶な
どを使ってソーラークッカーを作りました。
ソーラークッカーではゆで卵や目玉焼きを
作る事ができるそうです。
一人一人が出来る事を意識して生活でき
るといいと思います。（取材：斉木・日向）

土曜学習会
日　時 ： 平成28年８月27日（土）
場　所 ： 県立青少年センター本館、別館
　　　　リバ－ス和戸館

詳しい事業報告はホームページをご覧下さい。 http://www.ptakofu.org
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『平成 28年度は２度の発行をさせていただき、市Ｐ連の事や市Ｐ各委員会専門部の様々な活動をお伝えすることができました。
「つながる」から「くばる」のテーマのもと、「子育てに関する有益な情報発信を！」との思いで作成しました。
新聞発行に伴いご協力いただいた皆様に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。

情報活動部 部　長 （上条中） （玉諸小）永野　久美 副部長 小泉　幸子 （西　中）副部長 古屋　聡子
副部長 （大里小） （附属小）遠藤　愛一 副部長 名取さゆり

今後の予定
市Ｐ連関係 県Ｐ協関係

情報活動部　運営委員校
・東ブロック…新紺屋小・甲運小・相川小・北東中
・西ブロック…池田小・石田小
・南ブロック…大国小・城南中・伊勢小・中道南小
・北ブロック…朝日小・羽黒小・附属中

市Ｐ連副会長　当番校
・東ブロック…甲運小
・西ブロック…西中
・南ブロック…中道南小・中道北小
・北ブロック…千代田小

教育研修部　運営委員校
・東ブロック…里垣小・東中
・西ブロック…舞鶴小・新田小・南西中
・南ブロック…国母小・南中・湯田小・笛南中
・北ブロック…千塚小・北新小・千代田小・北西中

□市Ｐ連  会長予定者オリエンテ－ション
　 ３月 16 日（木）午後７時 30分より　　遊亀公民館・研修室
□市Ｐ連  母親委員会及び２専門部運営委員校会議
　 ５月 13 日（土）午後１時 30分より　　青少年センター（甲府市川田町）
□市Ｐ連  新旧理事会
　５月 13日（土）午後３時より　　　　　青少年センター（甲府市川田町）
□市Ｐ連  定期総会
　５月 20日（土）午後２時より　　　　　青少年センター（甲府市川田町）

□県Ｐ協　地域指導者講演会・単Ｐ会長予定者研修会
　３月４日（土）　午後１時 15分より　桃源文化会館（南アルプス市）

□県Ｐ協　広報紙づくり講習会
　５月 13日（土）　午後２時 30分より　南公民館【予定】　

□県Ｐ協  定期総会
　６月３日（土）　午後１時より　桃源文化会館（南アルプス市）

平成29年度の当番校・運営委員校

市Ｐ連『小・中学生総合保障制度』

導入3年目を迎えました。

市Ｐ連『小・中学生総合保障制度』

導入3年目を迎えました。
市Ｐ連の保障制度は昨年募集より団体割引がマイナス15％に拡大し、補償内容がさらに充実してご案内でき
るようになりました。
また本年度は皆様のご意見を取り入れ保障の開始日を４月１日としさらに利便性を高めました。

1.『個人賠償責任補償』（示談交渉サービス付）
　自転車事故を含めた日常生活中に誤って他人にケガをさせたり、他人の物を壊してしまって損害賠償を負った場
合の補償です。昨年末までに17件のお支払いがありました。
2.『ケガの補償』
　学校の管理下・私生活を問わず24時間補償で、さらに自転車事故でケガをした場合は補償を厚くしています。
3.『育英補償』
　扶養者の方が事故で万一亡くなった場合に一時金をお支払いする補償です。

『総合保障制度』の内容について

※ご加入をご希望される方は学校を通して配布される募集パンフレットを参照のうえお申し込みください。
注１）現在市P連の補償制度にご加入の方は自動継続となりますのでお申し込みの必要はありません。
　　　（新中学生は新規のお申し込みが必要となります。）
注２）パンフレット送付希望、制度に関する件は下記へお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　㈱文教　文教インシュアランス　℡ 0120-740-859

＜賠償事故のワンポイント＞未成年者が加害者となる場合の一般的な民法上の解釈
未成年者でも責任能力の有無によって、賠償の在り方が違ってきます。 責任能力が認められている年齢は、
事故の内容によって異なり裁判で判断されますが、おおむね12～13才が分かれ目といわれています。

責任能力あり 本人が損害賠償責任を負う

親権者等が損害賠償責任を負う

（おおむね12～13才以上）

責任能力なし
（おおむね12～13才未満） 民法714条に基づく責任（責任無能力者の監督義務者等の責任）


